
市民協働によるごみ減量への挑戦

｢大阪狭山市ごみ減量対策推進会議｣
について
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ごみ減量対策推進会議について

平成21年6月

まちづくり研究会環境関連分科会が、

大阪狭山市生活環境グループに

提言書｢ごみゼロ大阪狭山をめざして」

を提出

平成21年６月~平成22年9月

生活環境グループと環境関連分科会で
意見交換会を18回開催

平成22年8月
廃棄物減量等推進員として、応募された

26名に対して、委嘱状を交付

平成22年8月21日
ごみ減量対策推進会議の設立総会を開催

令和4年8月10日

第１3回総会を開催
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大阪狭山市とまちづくり研究会との協働事業報告



①食品ロス削減

②フードドライブの開催

産業まつり＆わくフェス

③プラスチックごみの分別収集
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ごみ減量の新しい取り組み
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食品ロス削減/
ＳＤＧｓに取り組もう！



日本の食品ロスの状況

◆ 「食品ロス」=本来食べられるのに捨てられる食品

◆ 食品ロスは646万トン

日本人一人当たりに換算すると

“お茶碗約一杯分(約136g)“に

相当するようです。

その内 半分は、家庭から出さ

れる約289万トン

◆ 日本の食料自給率は

３８％(平成29年度）

アメリカ130%、フランス127%
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食品ロスの発生要因

事業系

製造・卸・小売業者

製造・流通・調理の過程で発生する規格外品、

返品、売れ残りなどが食品ロスになる

外食事業者

食べ残し量の割合は、

宴会14.2%、披露宴12.2%、

食堂・レストラン3.6%

家庭系

家庭から出る生ごみの

10.3%が手つかず食品､

13.6%食べ残し



食品ロスを減らすために、
できることから始めよう！

「もったいない！」食品ロスを減らし、毎日おいしく食べ切ろう！

・ご家庭で(買い物編）～必要な食材を、必要なだけ～

冷蔵庫の中の整理整頓しましょう

買い物の前に冷蔵庫をチェックしよう

・ご家庭で(調理編）

食材は必要な分だけ買い、無駄なく活用しよう

余ったものを有効利用しよう

・外食時は(個人でも、宴会でも）

予約時や注文時には、性別や年齢層、好みなどを伝え、適量
を注文しよう

持ち帰りOKなら活用しよう
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賞味期限と消費期限

賞味期限
おいしく食べることが

できる期限

消費期限
食べても安全な期限

消費期限や賞味期限を
守っても、開封されたり、保
存方法が悪かったりすると
腐ってしまいます！
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食品ロス削減に向けた取り組み

食品ロス削減

レシピの発信

消費者庁の

キッチン
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フードドライブ開催

 主催者：大阪狭山市ごみ減量対策推進会議

＆まちづくり研究会環境関連分科会

 内 容：ご家庭で余っている未開封のもので、

 常温で保存でき、賞味期限が一定期間

残っている食品を持ち寄り、

フードバンク大阪等を通じてそれを必要と

している福祉団体、施設に寄付する活動

です。
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 近年、プラスチックごみによる海洋汚染が地球規模で問題化
しています。

 これらのプラスチックごみの多くは、街中や山中で不用意に
捨てられたごみが河川を通じて海へと運ばれた結果と言えま
す。

 これらの問題も含め大阪府と大阪市では「おおさかプラスチッ
クごみゼロ宣言」を共同で行い、大阪狭山市もこの宣言に賛
同し、令和元年6月25日に「おおさかさやまプラスチックごみ

ゼロ宣言」を行いました。皆さまにおかれましても、マイバッグ
の活用、ポイ捨て防止などプラスチックごみゼロへ向けて取り
組んでいただきますようお願いいたします。
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おおさかさやまプラスチックゼロ宣言





 大阪湾では、プラスチックごみが漂流ごみ全体の約8割を占めています
 ・食品包装材／レジ袋／ペットボトル・・・・３３％
 ・その他プラスティック ・・・・５３％
 ・プラスチック以外 ・・・・１４％
 ※大阪湾に漂流するごみ（人工物）の種類
 （平成２７年度環境省調査より）

 海に流れていくごみ
 ○レジャーで出たごみ
 ○街でのポイ捨て
 ○釣り針のついた釣り糸

 直接海に捨てられたごみだけでなく、街中や山中で不用意に捨てられたごみも、雨や風で流されて、
河川を通じて海へと運ばれます

 わたしたちにできること
 ○屋外で出たごみは持ち帰り、ごみのポイ捨てはやめましょう。
 ○ごみの分別をしましょう。
 ○マイバッグを使いましょう。（繰り返し使用できるものを選びましょう）

 ○必要でないレジ袋やストローなどは断りましょう。

 大阪狭山市では、現在、その他プラスチックごみの分別収集は行っていません。
 南河内6市町村の中で唯一実施していないのです
 分別収集すると数千万円費用が追加する為です
 何とか収集方法を工夫して実施出来ないでしょうか？
 チャレンジ40を実現するためにも！！
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おおさかさやまプラスチックごみゼロ宣言



 1．令和元年５月、政府は、海洋プラスチックごみ問題、

気候変動問題、諸外国の廃棄物輸入規制強化などの
対応するため、「プラスチック資源循環戦略」を策定し、
３Ｒ＋Ｒenewbleの基本原則と、６つの野心的スマイル
ストーンを目指すべき方向性を掲げました。

 さらに、令和３年６月、プラスチック使用製品の設計から
プラスチック使用製品廃棄物の処理まで、プラスチック
のライフサイクルに関するあらゆる主体におけるプラス
チックの資源循環の取組みを促進するための措置を盛
り込んだ「プラスチックに関わる資源循環の促進等に関
する法律」が成立しました。
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プラスチック資源循環促進法の成立



 分別収集のルールは、各市町村の実情に合わせて市
が決めることになっています。大阪狭山市ではペットボ
トル、発泡スチロール・トレイ等は資源ごみとして分別し
ていますが、その他は、焼却しています。

 今回の新法により、全てのプラスチックごみは、分別収
集して、リサイクルする必要があります。そのために、

既設のリサイクル施設を改造する必要があります。

また、プラごみ分別基準の策定や市民に対して周知に

努めなければなりません。

現在、ほかの市町村の動きを見ながら、実施するよう

検討中です。
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大阪狭山市の対応のついて



出展：京エコロジーセンターホームページ17



お疲れさまでした。
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